
インプラント補綴の基本ステップを図表と症例でわかりやすく解説！
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インプラント治療の両輪である外科手技と補綴
手技。本書では後者のインプラント補綴治療に焦
点を当て、その基本的な知識から設計・製作・装
着・経過観察に至るすべてのステップについて、図
表と症例、根拠となる文献を示しながらていねい
に解説した。インプラント治療初学者にも、基本
を学び直したい方にもおすすめの１冊！

スクリュー固定式上部構造とは

スクリュー固定式上部構造は、その名のとおりインプラン

ト体あるいはアバットメントに、上部構造がスクリューで固

定される様式である。歯根型のインプラント治療が確立され

た当初から採用されている構造であり、セメント固定式上部

構造とともに、現在、利用頻度の高い固定様式の 1つである

（図 2 - 1 、2 - 2）。

　2013年に報告された第 5回ITIコンセンサス会議の声明で

は、これら 2つの代表的な固定様式の残存率や失敗率につい

て有意差はなかったとされていることから、両固定様式とも

インプラント補綴製作にはなくてはならない固定様式であ

り、その特徴を理解しておく必要がある。

スクリュー固定式上部構造の利点

スクリュー固定式上部構造の最大の利点は、装着の際にセ

メント（仮着材あるいは合着材）を使用しないことである。セ

メントの残留（図 2 - 3 a）は、インプラント周囲疾患（インプ

ラント周囲粘膜炎、インプラント周囲炎）発症のリスク因子

として報告されている1。一方でWittnebenらは、スク

リュー固定式とセメント固定式の両者で、インプラント周囲

疾患をはじめとする生物学的合併症の発症に差はないとして

いる2。ただし、これはセメントが粘膜縁下部へ流入した

り、残留したりしないよう細心の注意を払った場合（図

2 - 3 b）に差がないと考えるべきである。したがって、セメ

ントを使用しない固定様式である利点は大きい。

図 2 - 1　他院で製作されたスクリュー固定式上部構造。高径のあ
る既製アバットメントを介して上部構造が固定されている。清掃
性が高く、結果として周囲粘膜も健全に維持されている反面、審
美性が高いとはいえない。

図 2 - 2 a、b　インプラント周囲粘膜に合わせて既製アバットメントが選択された結果（本症例では粘膜縁下 1mm）、審美性も確保できて
いる。

a b

スクリュー固定式上部構造の例（図 2 - 1 、2 - 2 ）
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1欠損に対するインプラント症例

　患者は48歳の女性。1に歯根破折が生じ、インプラント治

療を希望した（図 5 -18a）。骨造成ならびに軟組織移植を併

用したインプラント埋入、二次手術後にプロビジョナルレス

トレーションの製作に移行した（図 5 -18b）。本症例では、

埋入部位が前歯でありトレーの柄が設置しづらいことと、 1

歯の欠損修復であったため、クローズドトレー法による印象

採得を計画した。

クローズドトレー法用の印象コーピングを装着後、デンタ

ルX線写真で適合を確認した（図 5 -18c、d）。本症例で使用

したインプラントシステムは、印象コーピング上にトランス

ファーキャップを装着し、ピックアップする方法である（図

5 -18e～g）。図 5 -18h、iに製作したプロビジョナルレスト

レーションと装着時の口腔内写真を示す。

図 5 -18c～e　本症例は1部へのインプラント補綴であり、どの印象方法を採用しても印象精度に問題ないこと、またトレーの柄の干渉の
問題があったため、クローズドトレー法による印象採得を選択した。本システムは、印象コーピング上にトランスファーキャップを装着
し、この部分だけをピックアップするシステムであるが、印象コーピング自体をピックアップする必要はない。

edc

図 5 -18f　印象採得時の口腔内所見。 図 5 -18g　撤去された印象体。

図 5 -18a　初診時口腔内所見。 図 5 -18b　二次手術後（THA撤去後）の口腔内所見。

1 欠損に対するインプラント症例
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①テンポラリーヒーリングアバットメント
の除去

②プロビジョナルレストレーションを締結
・ アバットメントメントレベルで製作している場合は、プ
ロビジョナルレストレーション装着前にアバットメント
の再締結を行う。

・ 多数歯～全顎の場合はスクリューの締結順にも注意する。

③周囲組織（硬・軟組織）との調和を確認
・ 隣在歯とのコンタクト強さの確認。
・ 粘膜部の過度の圧迫（貧血帯の出現）がないかを確認。な
お、数分～10分程度で消失する貧血帯は問題ない。

④デンタルX線写真にて適合を確認
コンタクトなどの調整を行っても不適合を認める場合は再
印象へ。

⑤咬合接触の付与と調整
中心咬合位、偏心位の調整。

⑥審美性の確認と患者指導
審美性の確認、摂食指導、清掃指導など。

表 7 - 2 ：プロビジョナルレストレーションの装着の手順

図7 - 1 a　上顎無歯顎に対して製作されたプロビジョナルレスト
レーション。

図 7 - 1 b　模型上にて右側上顎最遠心部のスクリューのみ規定ト
ルクで締結している。

図 7 - 1 c　残りのインプラント頚部に浮き上がりはなく、製作段
階での不適合は認めない。

図 7 - 1 d　口腔内に装着されたプロビジョナルレストレーショ
ン。模型上と同様に右側上顎のみスクリューを締結し、残りのイ
ンプラント部に不適合がないことを確認する。

ワンスクリューテストと口腔内へのプロビジョナルレストレーションの装着

Lesson 7 　プロビジョナルレストレーションの装着と経過観察
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磨が施されたジルコニア表面は生体親和性が非常に高く、周

囲粘膜との上皮付着がチタンと同等以上であること、金属ア

レルギーの心配がないこと、バイオフィルムの付着が少ない

ことなどの利点を有していることにある。さらに、近年では

高透過性のジルコニアも開発され、修復部位に応じた審美的

な適応が可能となっている。より審美的に仕上げる際に、必

要に応じてジルコニアフレーム上に陶材を前装する方法がと

られている。

上部構造のマテリアル選択

モノリシックジルコニアおよび陶材前装ジルコニア

　現在、アバットメントならびに上部構造のマテリアル選択

の主流は、モノリシックジルコニア（フルジルコニア）あるい

は陶材前装をしたジルコニアが適応されている（図 8 -14、

8 -15）。そのおもな理由は、高い機械的物性に加え、鏡面研

a b
図 8 -14a、b 7部に製作された、モノリシックジルコニアによるスクリュー固定式インプラント上部構造。

a

c

b

図 8 -15a～c 654部に製作された、ジルコニアに陶材を前装
したスクリュー固定式インプラント上部構造。陶材のチッピング
を予防するために、アクセスホール周囲および上部構造下部はジ
ルコニアでサポートしている（c）。

モノリシックジルコニアおよび陶材前装ジルコニアによる上部構造（図 8 -14、8 -15）

Lesson 8 　最終上部構造の製作
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場合では気付きにくく、定期的に上部構造を外して確認する

ことが望ましい。なお、上部構造を外した際には、インプラ

ントあるいはアバットメントのプラットフォームについても

観察するとともに、下部鼓形空隙やポンティック下部の清掃

性についても染色液を用いて確認する。プラットフォームに

汚れがある場合は、固定用スクリューの緩み、上部構造連結

部の摩耗や変形を疑う（図 9 -10）。下顎前歯部では、歯石の

付着も起こりやすいため、上部構造を外して清掃することも

少なくない（図 9 -11）。

インプラント上部構造の評価

　咬合接触部位の確認（中心咬合位および偏心位）とともに、

隣在歯とのコンタクト強さや、上部構造の前装材料（陶材や

硬質レジンなど）の破折やチッピングの有無を確認する。金

属材料では摩耗の程度についても評価する。

　また、固定用スクリューの緩みや破損についても確認す

る。ただし、スクリューの緩みや破損は、単独歯修復であれ

ば上部構造の動揺により早期に確認できるが、多数歯修復の

図 9 -10b　最終上部構造を外した際の咬合面観。周囲粘膜の軽度
発赤と粘膜部および既製アバットメント周囲に食渣が確認できる。

図 9 -10a　下顎無歯顎症例。 6本のインプラントを支台とした陶
材焼付鋳造冠によるスクリュー固定式上部構造を装着している。
約半年経過時点で、患者は食物の停滞と上部構造のわずかな動揺
を訴えた。写真は、最終上部構造装着時の咬合面観。

図 9 -10c　外した上部構造の基底部の写真。固定用スクリューの
緩みにより、ポンティック部のみならず上部構造接合部にも食渣
あるいはバイオフィルムが目視できる。

図 9 -10d　同染め出し後の基底部の写真。全体にわたりバイオ
フィルムの付着が確認できる。本症例では、外す際に固定用スク
リューの緩みが確認されている。上構構造内面ならびにインプラ
ント周囲の清掃を十分に行ったのちに、規定トルクにて再締結を
行っている。

メインテナンスでインプラント上部構造に問題が見つかった症例

Lesson 9 　最終上部構造の装着とその評価、経過観察
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アバットメントと上部構造

■ インプラント補綴装置とは
■ アバットメントの連結機構
■ 上部構造の選択

スクリュー固定式上部構造

■ スクリュー固定式上部構造とは
■ スクリュー固定式上部構造の利点
■ スクリュー固定式上部構造の欠点および注意点
■ スクリュー固定式上部構造の欠点への対応
■ スクリュー固定式上部構造が推奨されるケース
■ アクセスホールの封鎖
■ 症例供覧

セメント固定式上部構造
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■ セメント固定式上部構造の利点
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■ セメントの選択
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■ 症例供覧
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■ 可撤性上部構造とは
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■ 可撤性上部構造の欠点とその対応
■ 可撤性上部構造の適応が推奨されるケース
■ インプラントの本数とポジションにより期待できる効果
■ アタッチメントの選択基準
■ 症例供覧

インプラント上部構造製作のための印象採得

■ インプラント上部構造製作のための印象採得
■ 印象材を用いた印象採得
■ 印象採得を行う2つのレベルとその選択
■ オープントレー法／クローズドトレー法とその選択
■ 軟組織の印象採得
■ 単独歯欠損修復と複数歯欠損修復における印象採得
■ 印象材を使用しない印象採得
■ 印象採得における注意点
■ 症例供覧
■ インプラント上部構造製作における光学印象採得で初学者がつまづきがちな点

プロビジョナルレストレーションの
装着と経過観察

■ プロビジョナルレストレーションの目的
■ 製作されたプロビジョナルレストレーションの確認
■ プロビジョナルレストレーション装着の実際
■ プロビジョナルレストレーション装着後の初回調整時における確認
■ 粘膜貫通部（エマージェンスプロファイル）の調整
■ プロビジョナルレストレーションの繰り返しの着脱の影響
■ プロビジョナルレストレーションによる経過観察期間

最終上部構造の製作

■ インプラントと天然歯の連結の是非
■ 複数歯欠損に対する上部構造の連結の是非
■ 上部構造のカンチレバーに対する考え方
■ 最終上部構造の印象採得
■ アバットメントのマテリアル選択
■ 上部構造のマテリアル選択

最終上部構造の装着とその評価、経過観察

■ 最終上部構造の装着
■ 最終上部構造装着後の評価
■ メインテナンス計画

プロビジョナルレストレーションの製作

■ プロビジョナルレストレーションの製作準備
■ 作業用模型およびプロビジョナルレストレーションの製作方法の実際
■ IOSを利用したプロビジョナルレストレーション製作の実際

経過観察時に最終上部構造に生じる
問題事象とその対応

■ 最終上部構造装着後に生じる補綴関連の問題事象
■ 最終上部構造装着後に生じる生物学的問題事象
■ 上部構造の形態が及ぼす影響
■ ブラキシズムや過重負担が及ぼす影響
■ インプラント周囲の硬・軟組織の欠如
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